
　２月18日（日）に、町中央公民館におい
て、日本人の方と外国人の方が一緒になっ
て災害について学ぶ「災害時に助け合える
まちづくり事業」を実施しました。
　外国人の参加者からは「日頃、災害につ
いて知る機会がないのでとても勉強になっ
た」という声や、日本人の参加者からは「や
さしい日本語であれば十分伝わることを知
れて良かった」という声がありました。

大崎町で活躍しています vol.2

問 企画政策課 共生協働係（221）

多文化共生サポーターを募集しています！
興味のある方は、右の二次元コードから登録をお願いします。

午前中は、（一財）自治体国際化協会
の助成を受けて作成した防災マッ
プを確認しながら、災害が起き
た時にどうすればいいかを考える
ワークショップをおこないました。

最後に再度、日本人の方と外
国人の方が一緒になって、非
常持出グッズの確認、急な雨
や防寒対策に使える防災カッ
パづくり、災害時に流れる放
送や緊急車両のサイレンの確
認をおこないました。

午後は、日本人の方と外国人の方で分かれて講座をおこないました。
外国人の方への講座の様子外国人の方への講座の様子 日本人の方への講座の様子日本人の方への講座の様子

防災カッパづくりの様子 サイレン音の確認の様子

日本人向け 災害が起きた時に、外国人の方とコミュニケーションを
図れるよう、やさしい日本語の講座

外国人向け より分かりやすく災害について学ぶ講座
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